
教材・教具名

対象児童・生徒

教材教具写真

作製・制作のねら
い

作り方

教材教具の効果

今後の課題・改善点

１　ひもの色を変えたことで，結ぶ際のひもの向きやポイントが分かりやすい。
２　フェルトの色を左右で変えたことで｢右赤の１番目の穴を上から通す｣などの
ように意識しやすい。
３　靴ではなくスリッパを使ったことで裏からも通しやすく，軽くたためるので持ち
運びや収納も便利。

○　ひもの形状やスリッパサイズのバリエーションを増やし，より実生活に活か
せる物にしたい。

①固結び②蝶結び③靴ひも通し　練習キット 

「教材・教具説明書」

ひも結びやひも通しに課題がある児童生徒

学部(小) 

　２本のひもを使っての固結びから，蝶結び，靴ひも通しまで一連の流れができ
るように３つの教材を使うことで，徐々にスキルが高まるようにした。

【固結び】　２色のひもを端で結ぶ。
【蝶結び】　両面で色の異なるフェルトを四角く切り，端に穴を開け２色のひもを
通して裏で固結びをする。
【靴ひも通し】　子ども用スリッパの甲の部分を切り開き，その左右に穴を開けた
色の違うフェルトを貼り付ける。


